










要約  子どもの事故防止を完全に防ぐことは難しいと考えられることより、不幸にして発

生した事故に対して、保護者の応急手当が必要と考えられたので、その普及度について調

査を行った。その結果、普及度の低い項目は意識障害 46.5%、鼻出血 46.9%、止血 47.2%、

発熱 50.1%、タバコの誤飲 58.5%などであった。また、心肺蘇生法を実施できると答えた

ものが全体の 3.1%、できると思うと答えたもの 31.8%で合計では 34.9 と調査対象者の 3

分の 1程度であった。今後、できるだけ応急処置の普及を高めるための検討が必要と思わ

れた。


